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2019.11.30 

2019(令和元年)忘年会 

 

日時場所：2019年 11月 30日（土）14：30～   門仲「はなぶさ」 

参加者：吉川・小西・金川・筒井・村川・守永・中田・山田・西村・野田 

時田・増田・・・・・12名 

 

令和初の忘年会、今回はイロイロ考え昼開催と云うことで 2時半スタート、とは云うも

のの皆さん忙しく定刻に集合は 8名。3名は遅れると連絡あったが、いつも時間には正

確な村川陸軍大佐が来ない。連絡を入れるとまだ家にいて「4時半からだろう」とのん

きな返事、14：30 とは 4 時半でなく 2時半だよと優しく教えると、「今から行く！」。

何と千葉は流山から 1 時間チョイで駆け付ける。戦争なら隊長のカン違いで部隊全滅。 

 

最初に 8名で乾杯、遅れて人が付くたびに乾杯、乾杯は守永差し入れの甲州スパークリ

ングワイン、遅参する守永から「俺が行くまで 1本残しとけ」の厳命もありとりあえず

1本のみ抜栓するが、これがなんとも美味い。 

 

美味いと言えば村川が持ってきた薩摩焼酎「警視庁桜田御門」これは一般には出回って

いないレア―物、これも美味かった。 

 

全員揃い酒も適当に回ったところで、各自 1年の総括・近況報告の 3分スピーチ、その

時はチャント聞いていたが今思い出そうとしても何が何だか分からん、思い出せるのだ

け書くと、吉川は本部下関での 100周年記念パーティー参加報告、300人ぐらい参加し

たらしい、吉川には招待状が来たが小西は「寄付したのに俺には招待状が来ない」と若

干ハブテル。吉川は関西同期会にも参加しているのでその報告もする。 

 

皆さん格調高いスピーチだったが覚えているのを書くと 

小西：親父は 85 歳まで同期会に出てたけワシ等も 85 まではいけるど、チョット前香

港行ったけど選挙休戦中で静かだった   

野田：平成最後じゃ令和初じゃ言いよるけどワシは昔から西暦派じゃから関係ない 

   同期会は先の何かのイベントまでとか目標をきめればええんよ 

山田：白内障の手術してうまくいきよく見えるようになった、免許の切り替えで眼鏡な

しでＯＫになった、待望のお爺ちゃんになった。 

中田：爺馬鹿発揮、孫娘の莉子の話ばっかり（ちなみに小林莉子はガールズ競輪初代賞

金女王、中田爺ちゃんは孫娘の追っかけ） 

西村：偽 1万円札を作った奴の話、連絡つかないのに手紙が来た。ようわからん 
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増田：今年の 6月に高尾山登山 100回に到達。 

 

あとみんな格好ええ話しよったけどよう覚えてない。 

下関の同期会の写真アルバムを回覧し、例によって純平が下関に電話かけまくったりワ

イワイガヤガヤ楽しく懇談、5時過ぎに締めの蕎麦で中じめ。 

 

中じめの音頭は時田、時田はアラブ生活長く日本の風習に慣れて無く三本締めは西村が

しゃしゃり出て仕切る。これもアラーの神の思し召し。 

中じめは済んだが何となくみんな去りがたく 6時過ぎまでダラダラと雑談し、来年の再

会を約し解散。楽しい同期会（忘年会）でした。（12/1仙人記 文中敬称略） 

 

写真で楽しさを想像してください。 

亨チャン差し入れにジビエ 左：鹿肉ロースト 右：猪肉大根 

  料理長また腕上げた、猪肉大根は大根によく味が染みていて美味かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下左 西村、五十嵐差し入れの落花生二人とも千葉在住これも郷土愛かねえ 

下中 守永差し入れの甲州スパークリングワイン（ふるさと納税の返品らしい） 

下右 村川差し入れの薩摩焼酎「桜田御門」（その筋しか入らないレアもの） 

 

差し入れありがとう、ああそうじゃ写真撮ってないけど純平が博多の明太子を持ってき

た、これを書き忘れると後が大変じゃあ。そやけど純平は帰る時門仲駅で切符代が 280

円で小銭は 250円しかなく、お札崩すのいややからお前 30円出せとたかったんど。 
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みんな元気じゃ、死ぬまで生きるど 

   守永 増田 小西             中田 野田 

 

金川 山田            西村 時田 筒井 

 

吉川 村川                全員 

 

 

楽しかった また会いましょう 


